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対象および方法

1　対　象
　2008 年９月から 2013 年４月の間に，広島県動物愛護
センターに収容された犬 311 頭（推定年齢は０歳～ 20
歳齢，平均 4.8 歳齢）を対象とした。それらの内訳は，
野犬（野外で保護した犬で，首輪の装着がないもの）
160 頭，放浪犬（野外で保護した犬で，首輪の装着があっ
たもの）62 頭および飼犬 89 頭を血液採取の対象とした．
なお，2013 年 12 月末現在で広島県内には 23 市町があ
るが，検体採取の対象とした犬は，それらを保護した地
点，あるいは飼育場所が，合計 20 市町に由来したもの
である．

２ 　SFTSV対する抗体測定方法　
　間接蛍光抗体法により犬の SFTSV 血清抗体価を測定
した。すなわち，広島県内の SFTS 患者から分離され
た SFTSV 株（Hiroshima-1/2012 株）を Vero 細胞に感
染させ，34℃で９日間培養した後，凍結・融解により細
胞を分散させ，0.2% ホルマリンを用いて 37℃で１時間
不活化処理したものを抗原とした．不活化抗原は 12 穴
リングマークスライドグラスに 0.25μL 点置し，風乾後
にアセトン固定したものを抗原プレートとして用いた．
　SFTSV に対する抗体価の測定は，各犬血清をリン

緒　　　言

　重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は，中国におい
て 2006 年頃より患者の発生が報告されるようになり，
当初はアナプラズマ病と考えられていたが，2011 年に
初めて原因ウイルスがブニヤウイルス科フレボウイルス
属に分類される新種のウイルスであると報告された，新
しいダニ媒介性の感染症である[１]． 我が国において
も 2013 年１月に国内初の患者が報告されて[２]以降，
2014 年１月９日の時点で，近畿，中国，四国，九州で
の 13 県において合計 52 名の患者（広島県の５名を含む）
発生が確認されている[３]．本感染症は，SFTS ウイ
ルス（SFTSV）を保有するマダニ類が媒介すると考え
られているが[１, ４]，ヒトでの患者発生の実態やウイ
ルスを保有するマダニ類の種類及びそのウイルス保有マ
ダニ類の生息状況等については，未だ解明されてはいな
い．マダニ類は自然界では野生動物を吸血源としている
が，家畜や犬等の動物も吸血されることもあり，その際
に吸血したマダニ類が SFTSV を保有していれば，それ
らの動物もウイルスに感染する可能性が考えられる．今
回我々は，広島県内におけるウイルス保有マダニ類の分
布状況を推定するために，県内の犬について SFTSV に
対する抗体保有状況を調査したので概要を報告する．
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　重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）を保有するマダニ類の広島県内における分布状況を推定す
るために，県内で飼育・保護された犬 311 頭について SFTS 患者から分離された SFTSV に対する抗体保有状
況を間接蛍光抗体法により調査した。その結果，全体の 7.7％（24/311）の犬で抗体陽性（抗体価 1：40 以上）
が確認された。抗体陽性犬は広島県内の複数の市町（９市町）で確認された。各犬別にみた SFTSV に対する
抗体保有と，日本紅リケッチアに対する抗体保有との間には相関は認められなかった。
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において日本紅斑熱リケッチアに対する抗体価を測定
していたので，それらについて SFTSV と日本紅斑熱
リケッチアに対する抗体価を比較した（図２）．その結
果，245 頭については，SFTSV と日本紅斑熱リケッチ
アのいずれに対しても抗体を保有していなかった．残り
の 66 頭のうち，24 頭は SFTSV に対する抗体を，51 頭
は日本紅斑熱リケッチアに対する抗体（いずれも抗体価
40 倍以上）を保有していたが，両方に対する抗体を保
有していたのは９頭のみであった．なお，いずれか，あ
るいは両方に対する抗体保有が認められた 66 頭につい
て，SFTSV と日本紅斑熱リケッチアに対する抗体価の
相関を確認したが，それらの抗体価には相関は認められ
なかった（r=0.16）．

考　　　察

　SFTS は 2013 年１月に日本国内で患者が初めて報告
された新興感染症の１つである[２]．患者の国内発生
を受けて，国立感染症研究所から SFTSV を検出するた
めの遺伝子検査法が示され，全国的に検査体制が整備さ
れたことにより[５]，国内の患者発生の実態も明らか
になりつつある．遡り調査の結果も含めると 2005 年か
ら2014年１月９日の時点までに合計52名の患者が九州・
四国・中国・近畿地方の 13 県（佐賀，長崎，熊本，宮崎，
鹿児島，徳島，愛媛，高知，山口，広島，岡山，島根，
兵庫県）から報告されており[３]，それらの地域では
SFTSV が自然界に存在していると考えられる[６]．
　現在のところ，SFTSV の感染機序は SFTSV を保有
するマダニ類がベクターとなり，自然界ではマダニ類と
マダニ類に吸血される動物との間でウイルスが循環・維
持されていると考えられている[１, ６]．従って，地域
における SFTSV の分布状況を把握するためには，野外
でマダニ類を採取し，それらからウイルスを検出するこ
とが最も望ましいが，この方法は多大な労力と経費が必
要になる．そのため我々は，犬における SFTSV 抗体の

酸緩衝生理食塩水（PBS）で 20 倍から 1280 倍まで階
段希釈したものを，上記の不活化抗原と 37℃で１時
間反応させた後，PBS で４回洗浄した．これを風乾
後，PBS で 40 倍に希釈した FITC 標識抗犬 IgG 血清（ 
ROCKLAND 社）と 37℃で１時間反応させ，PBS で４
回洗浄後，蛍光顕微鏡でウイルス特異的と思われる蛍光
の有無を確認した．なお，血清希釈 40 倍以上を示した
ものを SFTSV に対する抗体陽性と判定した．

結　　　果

1 　犬の SFTSV に対する抗体保有状況    
　対象とした 311 頭のうち 24 頭（7.7％）が抗体陽性で
あり，それらの抗体価は 40 倍～ 1280 倍の間であった．
犬の飼育状況別に見た陽性率は，野犬が 11.3％（18/160），
放浪犬が 3.2％（２/62），飼犬が 4.5％（４/89）であり，
野犬において抗体保有率が高かった．なお，SFTSV に
対する抗体陽性例ではホルマリン不活化 Vero 細胞にお
いて，ウイルス特異的と思われる蛍光が細胞質に認めら
れた（図１）．

２ 　広島県内の市町別にみた SFTSV 抗体陽性犬の分布
　犬血清の検体採取がされた 20 市町のうち９市町の犬
においては SFTSV に対する抗体が陽性であった．なお，
データは示していないが，市町別にみた抗体陽性率につ
いては，2.4％（１/41）～ 46.2％（６/13）であり，地
域により犬の抗体陽性率には差が認められた．

３ 　 SFTSV と日本紅斑熱リケッチアに対する抗体価の
比較

　今回対象とした 311 頭については，過去の調査[６]

図 1　間接蛍光抗体法による SFTSV 抗原観察像
　　  A:SFTSV 陽性細胞（× 40），B：同（× 100），
　　  C: 同（× 200），D:SFTSV 陰性細胞（× 40）

図 2　 SFTSV と日本紅斑熱リケッチアに対する抗体価
の分布
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は認められなかった（図２）．このことから，少なくとも，
SFTSV と日本紅斑熱リケッチアを共に保有しているマ
ダニ類が存在する可能性は低いと考えられる． 
　SFTS については，国内で患者が確認されてから１年
しか経過しておらず，不明な点も多い．SFTS の主な臨
床症状は，発熱と消化器症状（嘔吐，下痢，腹痛など），
神経症状（頭痛，筋肉痛，意識障害），リンパ節の腫脹，
皮下出血や下血などの出血症状であり，血液検査所見で
は白血球と血小板の顕著な減少が特徴的である[１- ３,
５]．各地方自治体の衛生研究所（広島県では当所）に
おいては，そうした臨床的に SFTS が疑われた患者に
ついては病原体検査を実施しているが[５]，医療機関
を受診しても軽症で回復した症例については，病原体の
検査が行われず，原因不明となってしまう症例も少なか
らず存在するのではないかと，我々は考えている．今回
我々が実施した犬おける SFTSV に対する抗体保有状況
調査の結果や，国立感染症研究所が実施した犬や野生動
物の抗体保有状況調査およびマダニ類の SFTSV 保有調
査結果[６]から，広島県を含めた日本国内の広い地域
で SFTSV を保有するマダニ類が分布している可能性が
示唆されたが，そのことを合わせ考えると，日本国内で
SFTS と検査診断されたヒトの症例数[３]は必ずしも
多くないと思われる．その理由として，軽症のために病
原体診断されていない症例が多い可能性，SFTSV を保
有するマダニ類に刺咬されても感染しない可能性，ある
いは，感染しても不顕性感染となる場合が多い可能性な
どが考えられる[10]．本感染症のさらなる実態を解明
するためには，ヒトでの SFTSV に対する血清疫学調査
が必要であろう .
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保有を調べることで地域における SFTSV の浸淫状況お
よび地域的な分布の概要が把握できるのではないかと考
え，今回の調査を行った．広島県内で飼育・保護された
犬 311 頭について，SFTSV に対する抗体価を測定した
ところ，それらの 7.7％が抗体価 40 倍以上の陽性であっ
た．SFTS の発生が最初に報告された中国においても，
患者の発生が認められている地域では，そこで飼育され
ている犬の 38％が SFTSV に対する抗体を保有してい
たという報告があり[７]，また，日本国内において国
立感染症研究所によって実施された調査でも，九州，四
国，近畿の８県で飼育されていた猟犬の 12％で抗体が
検出されている[６]．抗体を保有しているということ
は，当該ウイルスに対する感染既往があることを示して
いる[６]ことから，伴侶動物のうち，少なくとも犬は
SFTSV に対して感受性があり（ただし，動物は感染し
ても発症しないと考えられている[６]）， 地域における
ヒトへの感染リスクを推定する指標動物として有用では
ないかと，我々は考えている．
　現在，広島県内には 23 市町があるが，今回の調査で
は，そのうち 20 市町由来の犬を対象とすることができ
た．市町別に抗体の保有状況をみると，犬の抗体保有率
には地域により差が認められたことから，広島県内にお
ける SFTSV の分布には地域により偏りがある可能性も
考えられる．ただし，今回の調査対象とした犬の約７割
を占める野犬と放浪犬については，該当の犬が保護され
た場所で市町を分類しているので，実際の感染場所は不
明である．今後，飼育場所が明らかになっている飼犬で
の調査が，より正確な SFTSV の分布を知るためには必
要であると思われる．
　先にも述べたが SFTSV はマダニ類がベクターとして
ウイルスを媒介していると考えられている[１, ６]．本
病の発生が最初に報告された中国では，SFTSV の主な
ベクターはフタトゲチマダニとされている[４]．一方，
日本国内において実施された調査では，国内に生息する
マダニ類のうち，フタトゲチマダニ，ヒゲナガチマダニ，
オオトゲチマダニ，キチマダニおよびタカサゴキララマ
ダニといった，複数のマダニ類種から SFTSV が検出さ
れている[６]．広島県内では SFTSV を保有している
マダニ類の種類は未だ明らかになっていないが，県内で
は SFTS と同様に，マダニ類がベクターとなっている
日本紅斑熱の患者が毎年 20 名前後確認されている[８]．
この日本紅斑熱の原因となっているリケッチアは，広島
県内ではヤマアラシチマダニが保有していることが我々
の調査で判っている[８]．そこで，仮に日本紅斑熱リ
ケッチアを保有するマダニ類が SFTSV も併せて保有し
ていると仮定した場合には，犬の個体における両者への
抗体保有に関連が認められるのではないかと考え，両者
の病原体に対する抗体価を比較したが，抗体保有に関連
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